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３ 　伊場大溝の調査

１　伊場大溝の

（1）伊場大溝の 積状 （F 67）

　伊場大溝の埋土に いては、伊場遺跡の発掘調査時に に された名 が の後の調査で

に いられている。 の調査において 、 れに ているが、大溝の 積状 は調査

地点によ て な ており、 部は し る のではない。 の調査で いた土

には本調査 自の のが 部あり、 の大溝の調査とは しない部分がある。 の調査で

は、大溝の主 にほ る３本の ン で土 の 積状 を した。大溝の北 から に

T -1、T -2、T -3 と した。T -1 と T -2 の は約 27 7 、T -2 と T -3 の は約 20 5 の

である。伊場大溝の を 、 、 、 、 、 の に 別した。 の調査

で に は できていない。 は伊場遺跡の調査において と の間に れた

い とされ、 と を分 る とされている。これ での梶子遺跡 ・13・21 次調査

や 松遺跡 次調査において検出した大溝で は できておら 、伊場遺跡内において部

分 に 積した と考えられる。 た、大溝 とされる に いては、 の調査では

できなか た。

　 　 は伊場大溝の T -1、T -2 の 岸と T -3 の南岸で した古墳時代中期後 ( 世紀

後 ) から古墳時代後期 ( 世紀 ) の 積 である。灰 、 、 の

を主 として、 物を多 地 と （ 状）に 積している。T -1、T -2 では北岸

で に ー ー ン る。土 に とおり の 積は、 の大溝によ て大き り

られている。T -3 の北岸では、 は できなか た。 の 掘時点での大溝の 大 は

T -1 で 19 4 であるが、 の T -2 では約 16 0 である。ほとんど 行はな である

が北 で かに北へ る。特 きは、南岸北 において の 溝（ 315）、

の 溝（ 314）を している。 315 は やかに北へ しながら へ延 ると される。

314 は北岸南東部に北東へ延 る の 溝と考えられる。これらの溝は平面 には に

し 、 の延 上の 調査では されていない。 の からは３世紀代から４世紀

代の遺物 出土 るが、い れ は な が多いことから、大溝形 の遺物が した

のと考えられる。

　 　 は、灰 、 と灰 が に 積した であり、この が大溝の主た

る 面の 積となる。 の 積後、 の流路の があ たと考えられ、大溝の南岸は T -3

の土 面で の時点から約 2 1 東へ している。 の埋土には が 多 れ、

部分 に をなしていることから、かなりの 量があ たことが される。溝はほ であ

る。伊場遺跡の調査において した は、 の調査と に できなか たことから、

の 上 に 積した の と考えられる。大溝 面（ 面）は、部分 に大き られ

ており、かなり があ たと考えられる。 調査ではあ り がない において貝塚（ 13、
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14）が形 されている。 中には古墳時代後期後 ( 世紀後 ) から 時代 ( 世紀 ) の

遺物を多 内 る。特に には、部分 ではあるが土器が大溝の 部に り ような状

で大量に出土した。特に 度が か たのが、 状の 辺であ た。 松遺跡 次調査では、

中で流路の （ と ）があ たことを している。 の調査では、 地調査

時には平面 に えて、土 面で できなか たが、遺物の出土 から 中において、

部分 に流路の があ たと 考えられる。

　 　 は、 機物を 、灰 の 積であり、 機物を のが 著である。

土器、木製品、貝、 骨など多 の遺物を内 る。奈良時代 ( 世紀 から中 ) に 積

した である。 中には な の貝塚（ 03、 08 ～ 11）が形 されている。遺物や貝

塚は南岸に集中 る がある。 時点から大溝は に を 、 な てい 。 では

溝は、ほ であるが南東 で に南へ内 になる。

　 　 は 機 の多い 、灰 の 積で、奈良時代後 ( 世紀後 ) から平

安時代 (10 世紀 ) にかけて 積が ん である。 と してさらに なり、この

にはほとんど流れがない川になり、 に 地化が んでい たと考えられる。大溝の南岸では、

奈良時代後 の貝塚（ 01、 02、 04 ～ 06）が形 されていたほか、南岸北 部では、平安

時代 （ 世紀後 ）の木簡、墨書土器を多 、大量の遺物を集積した遺構 ( X01) を検出

した。 で 溝は、ほ であるが南東 で に南へ内 になる。

　 　 は、 を た 分 の 物 など 機物を大量に 土 である。梶

子遺跡 13 次調査においては、灰 の 、 の と分 されているが、 の調査で

は、 に 、区別できなか た。 た、木簡を 古代の遺物がほとんどを 、上 の

の時期から平安時代中 (10 世紀中 ～ 11 世紀 ) に される。この の 積時期の を

に 遺物が出土しておら 、時期の が である。この時点における大溝は、か うじて

溝の形状を ているが、ほ 埋 し 物が大量に る 地のような状 にな ていたと

される。伊場遺跡 の 地の大部分が 地化していたと考えられる。遺物量は ないが、山 や

山 、内 など中世の遺物を 。 積年代は遺物の時期から平安時代後 から 時代 (12 世

紀～ 13 世紀 ) を中 に 積したと される。

　 　 は、 調査では、大溝の埋土上に 積した 灰 土 で、 代の 土 工 に

されていた、 田 土 とされている。

F 66　大溝 ン 　土 積状
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F 67　伊場大溝土 面
遺  19 調査　伊場大溝  

1
2

3

4
5

6

7

8

9
10 1011

12

13
6
7 8

23

25
15

24

18

16

17

21 19

1

2 3

4

5

6

6

7

8
9

10

10

1112

10

13

14

16

21

22

19

151718

20

1 土　7 5  2 2 2 1
2 土　10  3 1　 土器 木製品
3 土　10  4 1 3 1　 に 　2 5  4 1 3 1
4 土　2 5  3 1 木製品
5 　2 5  5 1
6  2 5 7 2 　10 5 1 30  
7  5 6 2 　2 5 5 1 20  
8  5 7 3 　2 5 5 1 20  
9  10 4 1　 　2 5 7 2  一 一 に30  
10  10 5 1  7 5 4 1 　 　 物10  
11 　 2 5  5 1 7 5 4 1　5  
12 10 4 1  　10 7 1 物 10 2 1 10

13 10 4 1 10 8 2 6 4  
14 10 5 1 20 の 物5 10
15 10 3 2 　10 8 2 に20 物20    
16 10 3 1 10 3 3  
  10 6 2 10 に 物5  
17 10 3 1 10 3 3  
  10 6 2 に に  
18 10 3 1 10 3 3  10 7 1 に10
19 10 3 1 10 3 3  10 7 1 に20
20 10 3 1 10 3 3  10 7 1 
21 10 6 2 　10 2 1　30  
22 10 3 1 　2 5 7 2 に20 物15  
23 10 4 1 10 8 2 10 5 2  
 物5 10  
24 10 4 1 10 8 2 10 5 2  

物5  
25 10 4 1 10 8 2 10 5 2　
一 に  

1 土 10 6 1  土 5 7 2 物
2 土 10 6 1  土 5 7 2 物
3 土 10 4 1  土 5 7 2 物
4  10 7 1 物
5  10 8 2 物  
6  10 7 1  物
7  10 6 1  物
8  7 5 6 1 
9  10 6 1  物
10  10 7 1  物
11  10 7 1  物
12  10 6 2　  5 6 1 に
13  10 6 2  5 7 1 に
14  5 5 1   10 7 1 

15 10 4 1  10 7 1
16  5   物
17  5 5 1  物
18  5 6 1 物
19  2 5 8 2  10 7 1
20  10 6 1 物
21  2 5 6 1 物
22  10 7 1
23  5 6 1 10 7 1
24  10 7 1
25  5   5 8 2 物
26 　10 7 1  2 5 5 1
27 　5 4 1
　 10 6 1  10 8 2  

1  7 5 2 1　
大 は 物 は 物
2  10 7 1 10 5 2の 　

物は と の
3  10 4 1　 物 と の
4  7 5 5 1　 物と
5  10 4 1　 4 物
6  2 5 5 1　
7  2 5 5 1  2 5 7 3　
8  10 5 1　 物
9  10 6 1　  10 8 2 と 物
10  10 7 1  2 5 5 1　 物
11  10 4 1  10 8 1　

物 と 物

12  5 5 1 7 5 6 1 　 物
13  5  10 7 1
14  2 5 6 2 土 10 6 1　
15 に  10 7 3　

 5 6 1
16  10 3 1  6 　

 10 7 1 物
17  5 4 1　

 10 3 1と  10 7 1の
18  10 7 1　

　10 3 1
19  10 5 1  10 7 1　

20  10 7 1  10 5 1　
19 に の

21  10 3 2　
 10 7 1

22  10 3 1　
物

20
13 22

14
23

1 2
3

4

6
7

9

10 11

12

13

14

15
16

17
18

19

20

21
22

23

24
25

26

27

3 5

8

5m0 1 150

A AA

1 00

0 00

1 00

1 00

0 00

1 00

1 00

0 00

1 00

2 00

C C

1 00

0 00

1 00

2 00

1 00

0 00

1 00

1 00

0 00

1 00



― 76 ―

　伊場大溝形 の遺構と遺物

(1） 要

　伊場大溝形 の溝と考えられる溝を検出した。 315 の東岸には 岸 を し、 に

流あるいは に られ、 されてし たと考えられる。

　伊場大溝の である や を中 に弥生時代から古墳時代 期の遺物が出土している。こ

れらの遺物は大溝の形 に伴う 流により した遺物の が い。

(2）溝跡（ 315）

　 E53・54 ～ F53・54 ド、 ン １の南 の南 に る。検出 11 7 、 大

8 7 を り、南に しながら へ調査区 に延 る。出土遺物などから に る。

315 の南岸には 岸と考えられる構 物を検出しており、特に 流部は に構 されている。

これは北 たは から る 、南岸が 部となり、 を るた と考えられる。

(3）出土遺物

　SD315　土器１点、構 物の部 点を した。１は、 315 から出土した 部。 部は

形を しており、 面を 調 している。 ・３は 岸 である。 は 工 。 に

工されており、 された のと考えられる。 岸の に されていた。３は 。 部は

れたか しており本 の さは である。 の を 工している。 の に たれていた。

000　梶子遺跡19次　D区Ⅶ層　SD315　Ⅷ層　出土遺物実測図 （000・000）
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000　梶子遺跡19次　A区　SD315　平・断面図 （000・000）

F 68　 315　出土遺物
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000　梶子遺跡19次　D区Ⅶ層　SD315　Ⅷ層　出土遺物実測図 （000・000）
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　大溝 の遺物　 、 中から出土している。出土状 に は え 在 に出土し

ているが、 の での出土が多い。 た、多 は しており、 は ない。 点を した。

　弥生土器　１～４は弥生土器である。１は 口 の である。口 部の内 に 状の が

されている。2 は 口 。口 部上面に 状文が られる。３・４は器 で口 部は

して 部に面を る。４は に３ 所の 形の を る。これらは弥生時代

後期の山名式、 間式に ると考えられる。

　古 土 器　 ～ は所 、古式土師器。 の は 部の３ に 形の を し中

である。 部の が である。 は 面と 部内面に 調 を 。 は所 字口

の 部。 部を内 に り 。

 

(4）

　 315 は、 岸の （３）を A （ 14）年代 した 、39  - 80 A  (95 4 ) の

を得ており、弥生時代中期後 に される。 木の から製 、 、 での時間 を

して 古墳時代 の は れないと考えられる。伊場大溝の形 時期を古墳時代中期と る

なら 、 流 ることは考え い。大溝（ 01） の別溝の 在の を考えるか、大溝

（ 01）の を弥生時代後期～古墳時代 期 で らせなけれ ならないことになる。大溝（ 01）

の と形 時期は 後の検 課 である。

15cm0 1:3

000　梶子遺跡19次　Ｄ区　SD01　大溝形成以前の遺物 （000・000）
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F 70　伊場大溝形 の遺物
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000　梶子遺跡19次　Ｄ区　SD01　大溝形成以前の遺物 （000・000）
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３　伊場大溝 の調査

(1） 要

　 は、伊場大溝の の で、灰 、 、 、 主 に、 分

の 物 を や が に 積 る 状、 状、 き状の 積が特

である。 部は に しており、 に行 ほど が い土が 積していた。 の

積は北 の T -1、中 の T -2 では に 積 るが、南東 の T -3 では南岸の に遺 し

ており、北 は の流路によ て り られたと考えられる。 た、土 面の か

ら、流れの や 積 上での流路の があ たと 考えられる。古墳時代中期後 の遺物を主

に るが、弥生時代、古墳時代 期の遺物 量出土した。大溝東岸南東部に北東 に

延 る 溝 314 を検出している。

(2）伊場大溝の形状

　 の大溝は、 掘時点で 約 14 7 ～ 17 7 と南東部の が となる。 部の は 

-2 5 であ た。しかしながら、 面は に の流路によ て大き を けており、

所の大きな とな ている。溝 は、本 の の大溝の と形状ではない が

ある。大溝の 部には 約 1 5 ～ 6 3 、 さ約 0 7 の川 溝が形 されている。川 溝が形

されていることや、 に が多 積していることから、この時点では な 量があり流

れ か たと される。北 の北岸の が であるが、北 から南東

に か て に流 していたと考えられる。北岸が川の 面に たると考えられ、 ー ー

ン している 所 多 した。 流により北岸が られ、流路が南 に したと される。

(3）遺物の出土状

　 の出土遺物は、 の と して量が なか た のの、 世紀後 を中 と る時期の

土器や木製品などが得られた。 の遺物の出土状 は、上 や中 からの出土は点在 る のの

に し 、 や川 溝から集中 に出土 る にあ た。後 る には、 世紀代に

る遺物が多 れている。流路の で 中に埋 していた遺物が 流によ て掘り

こされ、 中に 積した のが 在 ると考えられる。

（4）溝跡

　SD314（F 71） から検出した 溝である。伊場大溝 に られるが との関 は

である。 314 は大溝北東岸の南 に し、 8 03 、検出面からの さ 1 30 を る。埋

土は 8 に分 でき、 ン 状に 積 る。大溝に しほ に ることから、 流 る溝

であると考えられる。北東 に延 ると るが 調査ではこれ で検出されていない。大

溝との 流部には 40 ～ 60 、 さは 大 200 の自然木が 点出土した。これらは人 では

上 られない 量であり、かなりの 量と しい 流が に される。検出した 314 の
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15cm0 1 3 1 4

30cm0 1 6 5・6

000　梶子遺跡19次　D区　Ⅶ層　SD314　出土遺物・出土木製品実測図 （000・000）

1

2 3

4

5 6

F 73　 314　出土遺物
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部は る大溝 面から約 北東 へ延 る。 面の は大溝の 面 とほ

る。遺物は 面 近から土器、木製品が出土したが のた していない。 面 上の 工

を A 年代 した 、316 A  - 398 A  (70 5 ) の が得られており、 れに え 古墳

時代 期～中期に ることになり、土器の時期と大 で る。大溝 の形 時期の

から れ 、 314 は の所産となる。しかし、 のとおり、 大な自然木は 314 と大溝

000　梶子遺跡19次　D区　SD01 Ⅷ層　出土遺物 実測図 （000・000）
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10

11

3

5
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12
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15cm0 1:3

13

10cm0 1 2 13

1

9

F 74　 　出土遺物（1）
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の し は を たいで出土しており、大溝の と形 時期に いては、 後の課 である。

　 314 より出土した土師器を３点、木製品３点を した。１は の口 部。 は 口 。

３は の 部。い れ 古墳時代後期の所産である。４は と考えられる 工 である。 ・ は

の 工 で は 。

（5） 出土遺物

　 　平面 に に 在 に出土しており、 は ない。須恵器は出土していない。土

器 12 点、 １点、木製品 点を した。

　土 器（F 74）

　１～ 12 は土師器である。１・ は内 る である。１は 面 調 。 の 部は

調 。３は る口 を る である。 部を の 状に るように静 調

を 。４～ は 。４は 状の 部。 は の 部を る。 ・ は 口 である。

は 面に 調 を 。 は の 。10 は の字口 。11・12 は の 部。11 の 面

には木 が できる。

　 製品（F 74） １点を した。13 は 0 42 、 さ 2 1 、 さ 0 2 、石 による

と考えられる。 は 。

　木製品（F 75）木製品を 点 した。14 は 状の 工 、中 近に 11 0 、 行 0 55

の り状が できる。 32 0 、 さ4 5 。 面形は 形を る。15は 状の 工 、

はあ り な らせ ではな

い。 は 21 8 、 は 4 5 。

(6）

　大溝 は 調査と に溝

が大き がる。19 次の調査では、

T -1、T -2 では に がり、T -3

においては （南 ）にの 大き

がり、T -3 近で南 が ら

、 し は ると考えられる。

遺物は古墳時代中期後 を中 と

るが、 かではあるが、弥生時代後

期、古墳時代 期の の 出土して

いる。

た の 溝である 314 を

検出したこと 大きな であ

た。

000　梶子遺跡19次　D区　SD01 Ⅷ層　出土遺物 実測図 （000・000）
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F 75　 　出土遺物（2）
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４　伊場大溝 の調査

(1） 要

　 は、古墳時代後期（ 世紀中 ）から 時代（ 世紀）にかけて 積が 行したと考えら

れる。 は灰 、 と灰 が に 積し、2 7 の 、 の は -2 5

である。 松遺跡 次調査にて 積中に流路の があり と に 分されてい

るが、本調査では できなか た。 た、伊場遺跡の調査では、 と を分 る間 とし

て の 積が されている。 は の 上 に 積した であると考えられているが

の 積は ではな 、19 次調査において されなか た。貝塚は 2 所検出され、伊場

大溝では の ない に 属 る。

(2）伊場大溝の形状

　 は、 -2 15 から 0 52 に 積 る部分であり、 の を り 積したと考えら

れる。このた 、伊場大溝の 面は に ると考えられる。 積時の大溝の平面形は北

から南東 にほ に延 るが、T -3 辺にて流路の中 が東 に約 2 1 る。

の大溝は 15 9 、検出面からの さ 2 67 を る。 面の は、調査区北 が南東

より 0 7 いことから、北 から南東 に が流れていたと考えられる。大溝の 面には

しい 流による部分 な を しており、 部の は -2 5 、検出面からの さは約

3 に で る。

(3）遺物の出土状

　 から出土した遺物は、大溝の 部に出土 が集中 る が られる。大溝の 部から検

出した３ 所の からの遺物の出土は な 、 が埋 した後、大量の遺物が 面 面

近に 積したと考えられる。これは、 松遺跡 次調査や梶子遺跡 13 次調査で大溝の 部に

る川 溝が埋 した において、大溝の 面に て大量の遺物が 積した状 に る。

　 における遺物出土状 を F 77 に したが、大溝が 状に延 る調査区北 部から中

部 近は遺物が大溝の 面中 近に るが、大溝の中 が東 へ る調査区南東部では、遺

物が大溝 面の南 岸 に る。これは、遺物が 314 との 流した 流により し流された

や調査区南東部で東 に るた 流れが やかになる南 岸に集中して 積したと される。

（4）貝塚

　SS13　 13 は大溝の中 部よりやや南 の 岸 面に る。検出された は 0 59 、

0 47 で、貝 は が である い。 は ・ で検出された貝塚 て

である。遺物は出土していない。

　SS14（F 78・79） 14 は大溝の南東部の 部 近に る。検出された は 2 75 、

1 74 、貝 の さは い部分で 0 20 である。 14 は の埋土中より さ
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F 76　Ｄ区　伊場大溝
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F 77　Ｄ区　 における遺物出土
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　Ｄ区　伊場大溝 遺物分
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F 80　 　出土遺物（1）

れたた 、 の埋 において形 された貝塚である。貝の は ン （ ）

が 多 、次いで となる。遺物は土器、木製品、石器が出土している。

　須恵器 点と木製品１点を した。１・ は 。３は りを しており、 は している。

３～ は 。 部を しており、口 の立 上がりは 内 る。T 209 ～ T 217（ 期）

。 は 状の木製品。 83 0 、 6 4、 さ 3 5 。
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F 81　 　出土遺物（2）
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(5） 出土遺物

　 　F 80 ～ 111 に から出土した遺物を した。 からは須恵器、土師器、 、金属器、

土製品、石製品、木製品など多種多 な遺物が出土した。 した遺物点 は 397 点である。 量

ではあるが古墳時代 期に 属 る土器が れており、 辺遺構からの 品の

が い。 世紀後 から 世紀代に 属 る土器が大 を る。

　 器（F 80 ～ 89） から出土した須恵器を１～ 224 に した。 と が 多

を るが、 、 、陶 、 、 、 などの器種が 在 る。１～ 51 は である。天井

部との間に い を る古 の 在 るが、主 は 世紀後 (T 43 行期 ) の

のである。52 ～ 150 には を した。 と 、古 の を の あるが、主 は
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F 90　 　出土遺物（11）
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世紀後 の のである。143 のように が さ 立 あがり 平な の 、時期と

種は である。151 は 状の 平な る。 りは さない。152 ～ 156 は り であ

る。157 ～ 171 は である。172 ～ 177 は である。 は 特 の器種と考えられている。

178 ～ 196 は である。178 ～ 181 は 部に を る である。197 ～ 200 は で

あるが、 の 品であることから、 に伴う のではな の と考えられる。

201 は 口 、202 は の 部である。203 は陶 である。204・207 ～ 209 は である。204 は

口 が14 8 とやや大きい。207～ 209は口 が10 と である。205・206は い 部を

た の土器である。 の 種と考えられるが、特 な形 の土器である。210 は を る

であ うか。211 ～ 218 は である。古 の を 212 を き、主として 部に けられた

はい れ 出した形状であり、 しい要 を 。219 ～ 224 は であるが、219・222 ～ 224 に

は して 面に平行タタ で調 されている。220 は の ある。221 は の 。

　土 器（F 90 ～ 100）225 ～ 328 は から出土した土師器である。 や 、 、 、 な

ど多 な器種が できる。須恵器と して 化した が多 、 できた のは出土量に

して なか た。 部の土器には 世紀代の特 を のがあり、 からの 品と考えら

れるが、おお  世紀後 から 世紀代の土器 を良 している。
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F 91　 　出土遺物（12）
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　225 ～ 230 は である。須恵器の を した のである。 部 面は て静

。229 は内面に 調 が され、 な りである。230 は 部を しない。 を

した ある。231 と 232 は口 部が内 る形状の である。233 ～ 237 は口 部

が し は る 。238 は 形の 。内面に 調 を 。239 ～ 245 はい れ

である。240 は である。 部の形 は 239・240・241・245 のような の のと、

242・243 のような 形の のに分けられる。240・242・245 は中 になるなど の を して

いる。 部は中 になるとと に になり、 の を良 。 世紀後 の

期間に出 る形 の である。 形 部 は、 部が る のと、口 が内 の

のの 形 がある。 と して 部の形 に な いがあり、 部に か て の

字形に 形状である。246 ～ 256 には を した。246 は 口 。247・248・255・256 はい

れ 口 と考えられる。247 のような 形の 部に大き り た口 部が が、250

～ 254 は口 部の で である ある。251 は 口 。257 ～ 299 には を した。

は大き 分けて 257 ～ 259・262 ～ 265 のような の のと、266 ～ 299 のような の の
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F 92　 　出土遺物（13）
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F 97　 　出土遺物（18）
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F 98　 　出土遺物（19）
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が 在 る。 は に口 が大き 、 部には 形 の 部が 。 部には中 の の

と、中 になる のが 在 る。 の は、 か の のと の のがある。 の

部は ておら 、 部は で 形に近い形状である。 は 世紀 化と平

化が んでい が、 の の特 を良 している。266 の 部には 代 が遺る。299 は
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F 99　 　出土遺物（20）
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に分 したが、 の ある。300 ～ 304 は である。300 は 部の りが になる古

式の形 である。305 は大 の 。306・307 は 。308 ～ 325 は である。形 は

大き 分けて３形 あり、口 が る 308 ～ 310 のような の、315 ～ 320 のような口

が内 る の。318 は須恵 である。321 ～ 325 のような 形が 形を る のがある。326

～ 328 は 品、 れ れ 、 、 を している。

　土製品（F 100）329 ～ 332 は土製品である。329 は か。330 は に しており、

を した のか。331 は土製 。中 部に を る。332 は 状の土製品、土 か。

　 製品 （F 101） 333 は鉄 である。 部を 状に る所 、 状鉄 。 を 。

さ 9 9 、 4 0 、 部 2 5 ～ 3 15 、 部 0 8 、 さ 153 8 。

　 類（F 101）334 は 、 さ 2 95 、 0 91 、 0 89 、 さ 4 2 。 は 。335

は 。 さ 1 1 、 1 0 、 さ 0 8 、 さ 1 1 。

　 製品（F 101 ～ 103）336 ～ 353 は石製品である。336 は石 、337 は 石、338 は石 か。

339・342・345・347・350 は 石。340・341・343・344・346・348・349 は 石。

　木製品（F 104 ～ 111） から出土した木製品は、47 点を した。351 ～ 354 は形代。351

は さ 30 2 の 形。352 は さ 13 5 、 3 3 、 さ 0 7 の を らせた い 状木製品。

形 し は斎串と考えられる。353・354 はと に を のように らせている 器形。355 は

式の 。 出土の のと 量 にはほ じであるが （ ）に 文の かし を

る。356 は 子か。357 ～ 360 は木 である。360 の 形状、 や さが なる。361 は 。

362 は を した木製品か。363 は さ 32 0 、 4 0 の 状の木製品。上部に 状の

りがある。 物形を部 に した のか。365 は 物 、 は 36 2 。366 は大きさや形状か
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ら田 の 考えられる。367・371 ～ 373 は 。371 ～ 373 は形状から木簡の

あるが文字などは できない。369 は所 、 字 木製品と されている木製品。375 ～ 380 は

部 。 著な 工が できるが は 。381 ～ 384・390 は などの 部。385・386 は 。

385 は 82 5 、 り部の ～３ 、 部の は約 となる。 部の が

に しており である。 を 、 う を として した 考えられる。387 は

75 5 、 10 6 、 さ 2 5 の 状の木製品。 としては、 な 別の

が考えられる。389 は の さ 77 2 の 状木製品。 の の 工 が 著でないこ

とから 物形の 製品の がある。393 は さ 135 5 、 約 度の い の 状木

製品。 は らせている。364・380・391・392・394 ～ 397 は 状の部 である。368 はやや
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F 109　 　出土遺物（30）

15cm0 1:3

000　梶子遺跡19次　D区　SD01　Ⅶ層　出土木製品実測図 （6）
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平な 。379 は る。380 は か。391 は の 部を のように 工している。392 は

を 工していることから 機の 考えられる。370・375・376・388 は て部 。

376 は のような 工がある。378 は 部が 化している。388 は さ 52 3 の部 。１

所に い りと 0 6 ～ 0 8 の がある。 部の い に やかに る。

(5）

の遺物は大溝の 面 面 近から大量に出土した。種 多 土器、木製品、石器、金属

器、 出土している。大溝の上流に る梶子遺跡 13 次調査や 流に る 松遺

跡 次調査おいて な状 が されている。本調査では、この時期の遺物は 古墳時代後

期（ 世紀中 ～ 世紀）であり、 積の 時期に いて できたことは大きい。

は 流により の を し大溝の 面を形 したと考えられる。 松遺跡 次調査で

は溝の 面より川 溝が され、19 次調査では 面に大きな を 所 している。 が

多 れる を 積 ることから、 量は で しい 流であ たと され、 の

への える。 た の 溝である 314 を検出したこと 大きな であ た。
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　伊場大溝 の調査

(1） 要

　 は、 、灰 を 本と る で奈良時代（ 世紀 ～中 ）に 積した であ

る。上 の と して 物遺 を が多いが 積土は しているた との 別は

出土遺物の時期や溝 の などを えて分 した。

　 と ると、埋 により溝 が なり 度が なる。大溝に関連 る遺構として貝塚

所、 岸状遺構１ 所、 溝１ を した。検出された遺構は大溝の南岸から 面 近に集

中 る が られ、 の北岸では され 、 や で な状 が られる。 岸

状遺構（ X03）は土 と考えられる木製構 物で、 に貝塚（ 11）の形 が される。

　 の伊場大溝の調査では、木簡や墨書土器など敷智郡家関連遺物が多 出土しているが本調査

で 、木簡や墨書土器などの文字資料の に絵馬や斎串、 形などの木製祭祀 が出土してい

る。特に木簡は 点出土しており、う 梶子 28 号木簡は「天平十六」とあり、年号と考えられる

記 がなされている。なお、遺物の出土 を検 るた 大溝を北 部、南東部の 所に分け

遺物を 。

(2）伊場大溝の形状

　 の大溝は、 13 6 、 部は -1 4 で遺構検出面からの さは 1 80 である。

流路はほ に延 るが、南東 で かに に る。 面は落 を る と

なり、ほ 平 となる。大溝の北岸は が で となる。南岸は調査区北東 や中 部

近の 部で となるが、北岸と るとやや やかな となる。伊場遺跡の調査にて

された と を分 る である は、本調査では できなか た。 内に 物遺

が多 れていることから大溝内を流れる 量が 、 たは やかにな た 、 物が

していた であ たと される。

(3）遺物の出土状

　遺物出土の 　 における遺物の出土状 は、大溝南岸にやや集中 る が られる。た

し、北岸部において 遺物が多 出土 る地点が される。 では 量が多 、岸辺に

された遺物が大溝の に遺物が集中 るのに して、 では のとおり の流れが やかなた

、岸辺に した遺物が流され に して 岸辺に近い場所に集中 る出土状 とな た

と される。 と ると木製品の出土量が にある。

　土器　 では 岸辺に遺物が集中し、やや南岸に る。１ 所に遺物が集積 る出土状

は されていないが、貝塚内 たは の に遺物が出土 ることから貝 とと に土器などを

していたと考えられる。本調査では貝塚内 製 土器が多 出土している。 た、 の調

査では墨書土器が多 出土しているが、本調査で 大溝南東部を中 に多 出土している。墨書土

器など郡家に関連 る遺物が出土していることから近 に敷智郡家に関連 る が 在してい
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F 113　Ｄ区　 における遺物出土
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たと考えられる。

　木製品　土器とほ じ出土状 が される。流されや い木製品がこのような出土状 であ

ることは、大溝内の 流が やかで 流されに い であ たことがうかがえる。出土遺

物は、 の 物や大 物の 、 や 、馬 などの 、 物関連の と考えられ

る木 、 字形木製品など多 出土している。 に 絵馬や 形、斎串、人形など祭祀関連の遺物

が多 出土しており、特に人形（197）は上部に人面が墨書されている。

　木簡　本調査では から木簡 点が多 出土しており、伊場大溝内で 所やや と た出

土状 を 。北 部から４点（梶子 26 号木簡・192、28 ～ 30 号木簡・193 ～ 195）、南東部から

４点（梶子 23 号木簡・412、25 号木簡・413、27 号木簡・414、31 号木簡・415）出土している。出

土 は北 部、南 部と にやや と る が される。特記 き事項として梶子 28 号

木簡（193）が られる。28 号木簡は「天平十六」と 記されており、年号の がある。天

平十六年（744 年）と れ の 積した年代と る。

　 の の遺物　土製品では陶 の土馬（399）が南岸より出土している。 の に 形土製品

が出土している。金属製品では刀子や 、鉄 の 部が出土している。中で 刀子は多 出土して

おり、 どが貝塚内や の 近に集中 る。石製品は、 石や 石が出土している。

(4） 岸状遺構

　SX03（F 114）伊場大溝南東部の南岸に大 の木 と が出土した。 の に貝塚（ 11）
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が検出されている。

　 木の どは、 工のなされていない 木 で伊場大溝に して平行に かれている。

は 木に して大溝 部 に れており の構 を ると土 による 岸 と考えられ

る。南 に る 木はやや 流へ流されている出土状 を 。 X03 北 の に 03 が

されることから 岸状遺構から大溝内へ貝などを していたと考えられる。

　１～ 10 は X03 より出土した須恵器である。１～４は り 、 ～ 10 は である。出土し

た がやや いこと、遺物の特 から に 属 る遺物となる。 の 部には 記号が記さ

れている。11・12 は鉄製の刀子であり、 と に が る。13 は建 と考えられる木製

品で、木製構 物に近い で出土していることから 次 され構 の 部であ た が

15cm0 1:3

30cm0 1:6
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い。

(5）貝塚

　SS03（F 116・147 ～ 119)　伊場大溝中 部やや南 の南岸 面から 部 近に る。検

出された は 8 33 、 4 44 である。貝 の さは い部分で 0 86 であり、

多量の貝が されている。貝の は が多 を ており、 ン

は い。 ・ 量 される。

　 03 では須恵器や土師器、木製品、金属製品、石製品など多 出土している。

　14 ～ 48 は須恵器であり 、 、 、 、 、 が出土している。14 ～

21 は である。21 は内面に墨書が記されているが により はできなか た。22 ～ 32 は

である。 のう 23 は 部が より 出した形状である。出土した は

に 部から口 部にかけて る形状であるが、22・29 ～ 32 の は特に であり、32 は

と して が い。22は 部に１文字墨書が記されているが、 により はできなか た。

33 ～ 35 は で口 部がやや る形状である。36 ～ 44 は である。44 は 部に墨

が られる。

　45 は の口 部から 部である。46 は で、 面 部に が されている。47 は

口 の口 部である。48 は で 部 が しており、　 面は な 行タタ で調 されて

いる。 部 は別 のタタ 調 されており、内面上 は 状の て が される。

は ・ が される。

土器

墨書土器

木製品
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000　梶子遺跡19次　D区　SD01　Ⅲ層　出土遺物実測図 （000・000）
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000　梶子遺跡19次　D区　SD01　Ⅲ層　出土遺物実測図 （000・000）
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　49 ～ 63 は土師器である。51・52 は で 51 は内面に されている。52 は 面に な

調 が され、内面は 文が られる。49・50 は で、49 は内 面と に されている。

面は な 調 が され、内面は 文が られる。50 は である。 面は に

より であるが、内面は 文が られる。

　53・54 は で 53 は 部から口 部で内 面と に 調 が される。54 は の 部で

F 118　 03　出土遺物（2）
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15cm0 1:3
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ある。55 ～ 62 は 品である。55・56 は の

品であり、55 はやや 形の形状である。57 は 、58 ～

62 は の 品である。63 は製 土器である。

　石製品は 64 の１点が出土している。64 は 石製の

である。金属製品は 65 の１点が出土している。65 は

刀子であり、 により 部が な ている。

　木製品は 66・67 の 点が出土している。66・67 と

に 物の であり、67 は であるが形状は 形

と考えられる。

　SS08（F 120・121)　伊場大溝中 部よりやや南

の 03 と 11 の間で検出されている。検出された

1

土器
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は 1 62 、 1 46 である。貝 の さは い部分で 0 17 である。貝の は

ン が 多 、次いで 、 、 、 となる。

　遺物は須恵器、土師器が出土している。68 ～ 71 は 08 より出土した須恵器である。68・69 は

、70 は である。71 は で 部 は している。 面は に な平行タ

タ で調 されており、内面は 状の て が される。

　72 ～ 75 は土師器である。72 は で内 面と に が されている。内面には 文が

される。73 ～ 75 は製 土器で内面は 調 が される。

　SS09（F 122・123）伊場大溝北 部の南岸から 部に る。検出された は 4 64 、

3 73 である。貝 の さは い部分で 0 32 である。 では 、大溝の北 から

検出された貝塚である。 の貝塚より貝の が い。

　遺物は須恵器、土師器、金属製品、木製品が出土している。須恵器は 、 が出土している。

76 は で 部はやや 平な形状である。77 は 部から口 部が している である。 の

た 器種は であるが 部の形状から と考えられる。78 ～ 80 土師器である。78 は で

内 面と に な 調 を されている。79・80は製 土器で内面は 調 が されている。

　金属製品は１点出土している。81 は鉄製の刀子で 部は している。木製品は１点出土して

いる。82 は の 工 と考えられる。

　SS10（F 124）伊場大溝南部の南岸に る。検出された は 0 99 、 0 64

であるが調査区 へ延 るた な は である。貝 の さは い部分で 0 14 で

ある。

　SS11（F 124・125）伊場大溝南部の南岸に る。検出された は 1 12 、 1 09

である。貝 の さは い部分で 0 19 である。近 して 岸状遺構と考えられる X03 が

検出されており、 X03 との貝などの に関 る関連 が える。
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　 11 では須恵器が 点出土している。83 は で、特 から の 品と考えられる。84 は

で、 で出土 る と じ特 を 。

(6） 溝

　SD313 （F 126)　伊場大溝北 部の南岸に 流 る 溝である。 に 属 る 311 に ら

れる。 た、 に 属 る 315 と 関 が る。伊場大溝から 状に り出 形状を

しており、 は 6 56 である。 は 0 32 とやや 度は い。 関 の 、 積 など

315 と るた 、 315 上 の 部である があるが、検出状 を え別遺構とした。

遺物は出土していない。

(7） 出土遺物

　 　 の出土量は、 と るとほ らない。た し、 では土器が し

ているのに して、木製品は している。 したとおり、 では大溝内での流れが 、

していたた に木製品が流されに い であ たた 、出土量が したと される。土器

では、須恵器、土師器が出土しており、須恵器は土器 の 近 を る。木製品は、祭祀 、

が多 出土しており、木簡は 点出土している。 た、絵馬が１点出土している。

　なお、 54・ 55 ンで遺物出土 を分け、伊場大溝の北 部、南東部に いて遺物出土
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に が られるか検 を行 たた 、 北 部・南東部と分けて した。

127 146

　 器（F 127 ～ 130)　85 ～ 148 は 北 部より出土した須恵器である。器種は、 や

が主 であるが や 、 、 などが出土している。 のう 、墨書土器が１点出土して

いる。

　85 は で 面に墨書で「 」と記されている。86 ～ 107 には と を した。

は 、 は が主 である。86 ～ 89 の 、 は 世紀代の特 を ことから

からの 品と考えられる。う 88・89 の 部には 記号が記されている。90 ～ 96

は である。91 の 部が ではな 平で、口 の し部 い。97 ～ 107 は

である。97 ～ 100 は 部が より 出した形状であり、101 ～ 107 は 部が 出しない形状の

である。106 の 部が に る形状である。107 は の 部 面を し

た である。 面 部には 面に墨 が される。 部 に渡 て に に

き 形がなされている。ある 度 期に渡 て として されていた がある。

　108 ～ 119 は である。108 ～ 113 は 部が を ている。114 ～ 119 は 部が 平で

部がやや して立 上がる形状である。120 は である。 部が しているが、口 部の

が る。121 ～ 128 は である。121・122 は形状から からの 品と考えられる。129

～ 134 は である。129 は 部が 平の形状である。134 は の と られ 部が で

口 部が る形状である。

　135 ～ 141 は である。 では、 口 、 、 が される。135・136 は 口

で 部はな らかな形状である。135の 部に 記号が記されている。137～ 139は である。

137 は 部から口 部、138 は 部、139 は 部 が している。139 は の と考えら

れる。140・141 は である。140 は で 部の れが 部は い が る。

　142 は平 である。 面 部上 に３ の が されている。143 ～ 147 は である。143 と

144 は ではあるが 部が より大き 出した形状である。145・146 は 部が る形

状である。148 は の 部から口 部にかけて している。 面 部はタタ 調 が されてい

る。

　土 器（F 131 ～ 134)　149 ～ 184 は 北 部より出土した土師器を した。 や 、 、 、

、 の や 、製 土器が出土している。 た、人面墨 と考えられる墨 が かれている

が される。

　149・150 は で、と に内面に 文が される。150 には 面に 調 が されており、

内 面と に が される。151 ～ 156 は内 面と に が されている である。154 ～

156 は内面に な 調 がなされており、内面に 文が されている。154・155 の 文は内

面を中 に 状に がり、中 や に 形を 書きで連 して かれている。156 は

と の 文が かれている。

　157・158 は 口 である。158 は 部がやや に立 上がり る。159・160 は

である。161 ～ 164 は である。161 は と考えられ、形状の特 から の 品と られる。
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